
水
の
研
究

一

 

水

の
研
究

と

い
ふ
特

別
號
を

出
す

つ
も
り
で
、
故

大
下

氏

の
在

世
中

に

企

て
ら

れ
た
が
、

水

の
好

き
な
大

下
氏
が
死
去

せ
ら
れ
て
、

こ

の
企
て
も

暫

ら
く
止
め
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ

こ
と

に
な

つ
た
、
｜
｜

併

し
集

つ
た
原
稿

ま
で

、
水

に
流
す

の
は

如
何

に
も
惜

し

い
の
で

、

こ
れ
か

ら
、

ボ
ツ
ボ
ツ

見
計

ら

つ
て
、
一

と
纒

め
づ
ゝ

出
す

こ
と

に
し

た
、

併
し
特

別
號

と

し
て

は
、
出

さ
な

い
こ
と
に
し

た
か
ら
、

お
斷

は
り
を

し

て
置
く
。

水
、
六
種

 
余
は
山

よ
り
水
を
愛
す
、
之
れ
水
村
に
生
れ
た
る
故
に
や
、
或
は
又
海

岸
近
く
生
れ
た
る
故
な
ら
ん
か
、
余

の
里
は
常
陸
鹿
嶋

の
水
村
な
り
、
北

浦

の
沿
岸
關
東
平
野

の
第

一
位
を
占
む

べ
き
處

に
し
て
山
脈
を
眺
め
ん
と

欲
せ
ば

高
臺

に
登
る
可
く
、
然
ら
ざ
れ
ば
見
る
を
得
ず
、
常
陸
に
は
有
名

な
る
筑
波
の
山
嶺

あ
れ
ど
、
余
の
里
よ
り
は

二
十
餘

里
、
然
る
が
故
に
余

の
水
を
愛
す
る
事

幾
倍

に
餘
る
。

北
浦
の
水

 
思

へ
ば

余

ほ
ど
北
浦

の
水
を
愛

す
る

者

あ
ら
ん

や
、
潮
泳
は

な
ん
と
無

く
、
男

々
し
く
も
思

は

る
る
物
也

、
川

汽
船
或

は
大

船

に
乘

じ

て
、
南

下

せ

ん
か
、
水
靑

く
岸

の
芦

は
春

に
あ
り

て
は
、
芽

を
出

し
、
秋

に
あ
り

て
秋

風

に
面

を
吹

か
れ
、
湖
水

の
霞
晴

る
ゝ

に

つ
れ

て
、
漁

夫

の
船

の
多

く
な

る
又
蘆

の
葉
を
分
け
て
出
で
く

る
漁
夫

の
樣
を
見
ば

、
誰
れ
か

一
句
を
俳

せ
ぎ
る
者
あ
ら
ん
や
、
遠
く
鹿
嶋
神

社

の
森

を

見
つ
ゝ
進
ま
ば
、
鴨
の
群

の
漁
夫

の
船
を
め
ぐ
り
居
る
樣
は
、
潮
水

の
趣
味
を
味
は
ざ
る
者
に
は

、

到
底
想
像
す
る
を
得
ず
、
高
瀨

船

の
白
帆
を
見
、
小
舟
大
船
の
先
き
に
後

ろ
に
靜

や
か
な
る
北
浦

の
影
を
作

る
、
北
半

空
に
は
筑
波

の
峯
橫
は

り
、

浦
上
を
渡

る
川
汽
船
は
、
白
波
立
て
ゝ
往
來
す
、
此
の
小
文
明
機
關
は
、

我
が
里

に
ま
で
、
平
和
な
惠

を
與
ふ
。

沼
の
朝

余
は

水
戸
道
中
、
涸

沼
の

一
村
落

に
宿

り
、
翌
朝
未

明

に
沼
岸

を

通
過
し

た

り
、
春
漸

く
深

か
ゝ

ら
ん

と
し
て
畑

の
麥
菜

に
處

女
の
如

く
軟

か
く
、
向

岸

の
櫟

林
は

い
ま
だ
芽

に
し

て
、
影

の
靜

け
き
沼

に
映
ず

る
樣

は
、
英

國

水
彩
畫

の
如
し

、
此

の
軟
か

き
女
性

の
趣

あ
る

沼

の
水

は
、

一
面
藍

に
見

へ
、
靑
に
見

へ
、
近

き
は

砂
色

に
見
ゆ

、
小
舟

一
隻
魚

を
取
ら

ん

と
し
て
、

對
岸

よ
り

出
で
ゝ

白
煙

を
た

ち
の
ぼ

ら
す

、
沼

の
印
象

之
れ

也
。

渓
流
の
水

 

漢
流

の
水
を
味

ひ
た
る
は
、
日

光

の
大

谷
川

の
水

な
り

、

然
れ

共
余
其

の
當
時

、
幼

に
し
て
印
象

も
又
淺
し
、
水

大
岩
小
岩

に
打
當
り

て
、

泡
沫

を

飛
ば

し
、
岩

を
廻
り

て
流

る
ゝ
溪

流
の
味
蛇
籠

を
流
れ
小
岩

を
流
す
水

の
カ
、
偉
大

な
り

と
言

は
ず

や
、

流
水

の
音

百
雷

の
如

く
、
山

を
ウ
ネ

リ

ネ
リ
り

て
、

中
禪

寺
湖

よ
り
來

る
、
漢

江

の
渓
流
は

斯

く
非

ら
ず

、
大
岩

橫
た
は
ら

ず
、
小
岩

あ
り

、
然

し
て
流

る
ゝ
處

、
荒

野
な
り

、
味

は
日
光

に
及
ば
す
。河

の
水



河の
水
は
、
余
を
し
て
詩
趣
を
味
は
し
む
、
我
が
縣
下
の
利
根
川
然
り
、

水
神

々
し
く
流
れ
、
紳
秘

の
極
め
ざ
る

な
し
、
利
根

の
水
を
思

ひ
て
来
潮

の

『
あ
や
め
を
ど
り
』
を
思

へ
藤

田
東
湖
の

『
總
北
城
南
十
六
洲
、
田
園

到
處

引
春
流
、
胡
兒
體

道
能
騎
馬
、
五
尺
村
童
巧
盪
舟
』
が
十
六
島
詩
を

想

ひ
、
彼
の
偉
な
る
を
感
ぜ
し
む
。

次
に
漢
江
な
り
、
漢
江

の
水
、
時
と
し
て
は
好
く
澄
み
、
時
と
し
て
は
濁

々
と
流
る
、
柿
色

の
帆
を
上
げ
た
る
朝
鮮
船

の
江
を
上
下
す
る
趣
き
、
又

他
國
の
河
水

之
し
て
別
感
を
起
さ
し
む
、
附
近

の
山
樹
木
を
見
ず
、
赤
土

山
也
、
余

此
の
山
水
を
支
那
揚
子
江
の
繪

の
如
し
と
す
。
 

 

 

 

海
の
水

海
の
水
は
、
余

の
郷
里
近
ぎ
太
平
洋
鹿
嶋
灘

こ
そ
、
余

に
深
き

印
像
を
與

へ
た
り
。
彼

の
砂
原

つ
ゞ
き

の
海
岸

に
岩
な
く
、
打
寄
す
る
浪
は
、
赤
み

を
含
み
て
、
浪

の
高
き
亭
、
普

の
高

き
事
に
於

て
は
人
を
し
て
大
海

の
趣

昧
あ
る
を
思
は
し
む
、
次
は
余
の
渡
鮮
中
渡
り
し
玄
海
な
り
、
之
れ
朝

の

内

に
し
て
浪
々
と
し
て
寄
す
る
大
波
は
、
山

の
如
く
、
千
噸
近
き
汽
船
を

自
由
に
動
か
す
、
船
體

に
波

の
寄
せ

て
は
碎

け
、
泡

水
飛
散
し

て
、
甲
板

を
洗
ふ
、
太
陽
正
に
登
ら
ん
と
し
て
、
金
波
銀
波
の
波
靜

か
な
ら
ず
、
水

ま
た
綠

に
、
赤
み
を
含
み
居
れ
り
。

雨
水

 
春
雨
に
余
を
し
て
雨
を
愛

せ
し
む
、
山
ま
た
森
は
、
春
霞

の
包
む
處
、小

糖
の
如
き
、
三
味
線
糸

の
如
き
兩
｜
｜

柳

の
芽

の
黄
色
き

あ
た
り
、
通
行

の
人
さ

へ
、
梅
雨
を
排
す
も
、
春
雨
を
排
せ

ざ
ら
む
、
田
舎
家
藁
積
み
、

若
芽
の
樹
木
を
畫

く
春
雨
の
時
、
亦
變

ら
ず
、
濁
れ
る
梅
雨

と
違

ひ
、
春

雨
は

濁
れ

る
う
ち
に

も
、
晴

れ
ば
れ

し
た
る

風

あ
り
、
晴

れ
た

る
翌
日

、

雨
水

に
映

る
梅
花

な
ど
の
寫

生
も
、

一
味

あ
ら
ず

や
、
然
る

に

一
時

の
降

雨

に
あ

り
て
は

、
美

を
失
す

、
之

れ
激

し
け
れ

ば
也
、
水
濁

れ
ば
也

。

水
の
結
論

 

余
は

前
述

に
於

て
種

々
を

論
じ
た
り
、

紙
數

の
限

り
あ

れ
ば
、
大
體

を

述

べ
た
り
、
水
は

余

等

に
美

を
與

へ
、

生
を
與

へ
、
敎

訓
を
與

ふ

『
水

は

方

圓

の
器

に
從

ひ
、

人
は
善
惡

の
友

に
よ

る
』

と
あ
り
、
、
又
種

々
あ
り
水

或

は
英
雄

と
言

は
む

か
、
常

に
在
り

で
は
白
由

に
使
は

れ
居
れ

ど
、

一
朝

洪

水

と
あ

ら
ば
、
國
民

の
生
を
失

は
す
。

 

澄

み
た

る
水

に
、
物
を
投
ず

れ
ば
、

水
は
圓
波

を
作

る
、
澄

み

て
流

る

ゝ
あ

り
、
濁

り

て
荒

れ
て
流

る
ゝ

あ
り
、
海

の
水

の
如

き
狂

へ
る

あ
り

て
、

水

の
趣

味
實

に
大
也

。

（
韓
國
京

城

、
塔
村

生
）

川
よ
り

○
私

の
國
に
山
國
で
す
。
｜
｜

私
は
海
を
知
ら
ん
と

い
ふ
で
は
な

い
で
す

が
、
唯
、
く
ら

い
帆
の
影

の
チ
ラ
チ
ラ

と
す

る
沖
を
得
心
す
る
迄
味
つ
て

見
た

い
、
漁
村
の
臭

み
を
嗅

い
で
見
た

い
、
泥
を
か
つ
い
た
蟹

の
出
入
す

る
石
垣
の
上
で
、
鯊

釣

の
辯
當

に
舌
鼓
を
打

ち
た

い
と

い
つ
た
漠
然
と
し

た
考
と
、
水

の
研
究

と

い
つ
た
高
尚

な
問
題
と
か
、
ゆ
く
り
な
く
も
折
合

が

つ
い
て
｜
｜

近
頃
の
情
意
投
合

つ
て
ん
で

せ
う
か
｜
｜

せ
め
て
も
の
心

い
せ
と
、唯
今
、
川

へ
參
り
ま
し
た
｜
｜

川
｜
｜

櫻
の
露

の
滿
ち
た
と

い
ふ

吉
野
川
で
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
午
後

一
時

、夏
の
ま
さ
か
り
、

私
は
背

か
ら
浴
せ
ら
れ
る
光
線
を
凌
ぎ


